










野 田 尚 史  
1．は じめに  





「活用」についても，共通性がある。   
意味的にも，おおまかにいって，受動が動作を受けるのに対し，使役は動作  
を起こすということで，ちょうど反対の捷能をもつセットになっている。   
そのようなわけで，受動のト（ー）are」と使役の「－（s）ase一」は，助動詞の  
分類などでもいつも同じ炸のものとされ，その顆の中でたがいに対立するもの  














（1987：166－169）が意味的・統語的な観点から受動態と使役態が「一種の反対   
野 田 尚 史  










る受動化は間接型と呼ぷ。その結果 受動化は，減少型，交替型 間接型の3  




2－1減少型の受動化   
減少型の受動化というのは，いわゆる直接受動文のうち，動作主が現れない  
ものを作る受動化のことである。   
（1）ア 気象庁が 長∃調予報を 発表する  
イ  長期予報が 発表される  
（1）アが受動化されて（1）イになるとき，アで主格であった動作主の「気象  
庁」が消える。つまり，このとき，元町文の格成分（「項」とも言う）が1つ  
減少する形になるので，減少塑の受動化と名づける。   
これを図式化すると，次のようになる。  
発表する  （2）7   
発表される   






2－2 交替型の受動化   
交替型の受動化というのは，いわゆる直接受動文のうち，動作主が現れるも  
のを作る受動化のことである。   
（3）ア 渡辺が 榊原を 誇う  




るだけなので，交番型の受動化と名づける。   
これを図式化すると，次のようになる。  
（4）ア 渡辺  
1  
＿墜辺＿甚  










で扱う。   
野 田 尚 史   34  
（5）ア  秦が 死ぬ  
イ 私が 妻に 死なれる  
（5）アが受動化されて（5）イになるとき，アにはなかった「私」が「妻が死  
ぬ」ことによって間接的な影響を受ける老として主格にたつ。そして，アで主  
格であった「妻が」が主格ではなくなる。つまり，この場／乱 間接的な影響を  
受ける老としての格成分が1つ増えるのである。新しい主格は，減少型，交替  
型の場合と違って，間接的な影響を受けるだけのものなので，この種の受動化  




く［妻 が 死ぬ］  
．?????





2－4 受動化と再帰性   
ここまで，受動化を，減少型，交替塑，間接型の3つにわけてきたのである  
が，これとは別に，再帰性という観点から受動化を考えてみる。   
受動化の中には，再帰性をもたないもの，受動化によって再帰性をもつも  
の，受動化の前から再帰性をもつものの3つがある。   
第1の「再帰性をもたないもの」というのは，次のようなものである。   
（7）ア 山本が たいこを たたく  
イ  たいこが たたかれる   
第2の「受動化によって再帰性をもつもの」というのは，一般に「持ち主の  
受身」などと言われている，次のようなものである。   
（8）ア 山本が 私の手を たたく   
日本語の受動化と使役化の対称性   




られているものを「受動化によって再帰性をもつもの」と見る。   
第3の「受動化の前から再帰性をもつもの」というのほ，次のようなもので  
ある。   
（9）ア 山本が 私に 手を たたく （「才自手する」の意味で）  




2－5 各タイプの受動化のつながり   
これまで，受動化には，減少些，交替型，間接型の3種類があることを見て  
きた。また，受動化は，再帰性の観点から3つにわけられることも見た。   
それでは，それぞれの種類の受動化どうしの関係ほどうなっているのだろう  
か。どれもが受動化であるという以上，どの受動化にも共通する性格が見られ  
るはずである。それをまとめると，次のようになる。   
（10）各タイプの受動化のゴヒ通点：  
ア 元の主格が降格し，新しい主格が昇格する  
（降格には元の主格がなくなる場合を含み，  
昇格には元々なかったものが主格になる場合を含む）  
イ 新しい主格が他から影響を受ける   
受動化というのは，主格を軸とした格の変更であって，新しい主格が他から  
影響を受けるという性格を共通にもっているのである。   
な丸 受動化を3種類に分類したが，減少型と交替型ほ連続しているし，ま  
た交替型と間接型も，（8）のような「受動化によって再帰性をもつもの」を間  
において，連続していると考えられる。（2）   











3－1増加型の使役化   
増加型の使役化というのは，典型的な使役文を作る，次のような使役化のこ  
とである。   
（11）ア  子供たちが 座る  





役化と名づける。   
これを図式化すると，次のようになる。  
子供たちが 座る   
土  
子供たちを  




る。こうして，増加型の使役化が行われた（12）イができあがるのである。   
日本語の受動化と使役化の対称睦   
3－2 交替型の使役化   
交替型の使役化というのほ，交替型の受動化と同じような働きをもった，次  
のような使役化のことである。   
（13）ア 審査員が その服装に びっくりする  




替しているだけなので，交番型の使役化と名づける。   
これを図式化すると，次のようになる。・  
（14）ア 整邑星空  
1  
びっくりする  
審査員を   






33 間接型の使役化   
間接型の使役化というのほ，間接塑の受動化に対応する，次のような使役化  
のことである。   
（15）ア  妻が 死ぬ  






型の使役化と名づける。   









34 使役化と再帰性   
ここまで，使役化を，増加型，交帝型，間接型の3つにわけてきたのである  
が，これとほ別に，再帰性という観点から使役化を考えてみる。   
使役化の中iこは，再帰性をもたないもの，使役化によって再帰性をもつも  
の，使役化の前から再帰性をもつものの3つがある。   
第1の「再帰性をもたないもの」というのは，次のようなものである。   
（17）ア  山本が たいこを たたく  
イ 先生が 山本に たいこを たたかせる   
第2の「使役化によって再帰性をもつもの」というのほ，次のようなもので  
ある。   
（18）ア 山本の足が 滑る  




名詞に縛られているものを「使役化によって再帰性をもつもの」と見る。   
第3の「使役化の前から再帰性をもつもの」というのは，次のようなもので  
ある。   
日本語の受動化と使役化の対称性  
（19）ア 山本が パコの熱演に 手を たたく（「柏手する」の意味で）  





3－5 各タイプの使役化のつながり   
これまで，使役化には，増加型，交替型，間接型の3稗炉があることを見て  
きた。また，使役化は，再帰性の観点から3つにわけられることも見た。   
それでは，それぞれの種類の使役化どうしの関係はどうたっているのだろう  
か。どれもが使役化であるという以上 どの使役化にも共通する性格が見られ  
るほずである。それをまとめると，次のようになる。   
（20）各タイプの使役化の共通点：  
ア 元の主格が降格し 新しい主格が昇格する  
（降格には元の主格がなくなる場合を含み，  
昇格にほ元々なかったものが主格になる場合を含む）  
イ 新しい主格が他に影響を与える   
使役化というのは，主格を軸とした格の変更である。この点は受動化も同じ  
である。ただ，受動化と遣うのは，使役化はすべてのタイプに共通して，新し  






ことを考えても，この区別は必要なものだと考えられる。   
4．受動化と使役化の対称性  
ここでは，受動化と使役化がちょうど反対の機能をもっていること，言いか  
えると，受動化と使役化は対称的な性格をもっているということを明らかにし   
野 田 尚 更  
たい。   
「2．受動化の粒頬」と「3．使役化の種類」で受動化と使役化にそれぞれ3  
つのタイプがあ苓と考えた。その3つというのは，増減型（減少型の受動化と  
増加型の使役化を一括してこう呼ぷ），交替型 間接塑であるが，それぞれを  
順にとりあげて，その対称性を見ていく。さらに，再帰性のある受動化と使役  
化についても，対称性という点からあらためて考える。  
4－】増減型の受動化と使役化の対称性   
減少型の受動化と増加型の使役化は，互いに対称的な性格をもっている。   
減少型の受動化は，典型的には（21）のようなものである。7の「l■が」が消  
えて，「／＼を」が「△が」にかわる。   
（21）ア ■が △を 動詞  
イ ¢  △が 動詞（受動形）   
→方，増加型の使役化は，（22）のようなものが一つの典型になる。アにはな  
かった「Ilが」が加わって，「△が」が「△を」にかわる。   
（22）ア ¢  △が 動詞  





だということである。   
このような増減型の受動化と使役化の機能を一般的にいえば，次のようにな  
る。   
（23）ア 減少型の受動化の機能：主格を取り去ることによって，  
格成分を1つ減少させる  
イ 増加型の使役化の磯能：主格を加えることによって，  




うことである。   
減少型の受動化は，格成分（項）を1つ減らすのであるから，1項動詞（自   
日本語の受動化と使役化の対称性  
動詞）に適用すると，格成分がゼロになってしまうので，1項動詞には適用で  
きない。   
2項動詞に適用すると，次のように1項動詞になる。   
（24）ア 気象庁が 長期予報を 発表する ［2項］  
イ  長期予報が 発表される［1項］   
3項動詞に適用すると，次のように2項動詞にかわる。   
（25）ア 係りの人が 参加者に ジュースを 配る   ［3項］  
イ  参加者に ジュースが 配られる［2項］   
一方，使役化の（22）でほ，7が自動詞であり．それを増加型の使役化によっ  
て他動詞相当のものにしたのであるが，これは一般的には，1項動詞を2項動  
詞にしたということである。次の例がそうである。   
（26）7  子供たちが 座る   ［1項コ  
イ 先生が 子供たちを 座らせる［2項コ   
2項動詞に適用すると，次のように3項動詞になる。   
（27）7  子供たちが 歌を 歌う   ［2項］  
イ 先生が 子供たちに 歌を 歌わせる［3項］   
3項動詞に適用すると，次のように4項動詞㌢こかぁる。   
（28）ア  係りが  参加者に ジュースを 配る ［3項］  
イ 社長が 係りに言って 参加者に ジュースを 配らせる［4項］  
この場合，アの「係りが」が「係りに」にかわると，「～に」が2つになるの  
で，ふつうは「係りに言って」や「係りに命じて」などを使って，「～に」が  










4－2 交替型の受動化と使役化の対称牲   
野 田 尚 史   
交替型の受動化と交替型の使役化も，互いに対称的な性格をもっている。   
交替塑の受動化は，（29）のようなものが一つの典型である。アの「△を」が  
「△が」になり，「■が」が「■に」にかわる。   
（29）ア ■が △を 動詞  
イ △が ■に 動詞（受動形）   
一方，交番型の使役化は，（30）のようなものが一つの典型である。「■に」  
が「■が」になり，「△が」が「△を」にかわる。   
（30）ア △が ■に 動詞  










動作圭 ＞  対 象  
二 が   を、に  
）  





これを受動化すると，（31）の真ん中にある格助詞のプレートが右に移動し，対   
日本語の受動化と使役化の対称性  
象に「が」が割り当てられ 動作主に「に」「によって」「から」「で」が割り  
当てられることになる。   
その結果を図示すると，次のようになる。   
（32）  
動作主 ≫ 対  象  
一安置り化一●  に、によって  
から、で（、を）  





てられ，経験者に「を」またほ「に」が割り当てられることになるのである。   
これを図示すると，次のようになる。   
（33）  
●一便筏†ヒー‡   
に、によって  
かち、で（、を）  
原  囲 ＞ 経験者  
このような交替型の受動化と使役化の撥能を一般的にいえば，次のようにな  
る。   
（34）7 交替型の受動化の機能：主格を影響を受ける方向に動かす形で  
（（31）の格プレートを右に動かして），  
主格とそれ以外の格を交替させる  
イ 交替型の使役化の機能：主格を影響を与える方向に動かす形で  
（（31）の格プレートな左に動かして），  
主格とそれ以外の格を交替させる   
交替塑の受動化と使役化は，主格とそれ以外の格を交替させるのであるか   
野 笥 尚 更  
ら，格成分が1つしかなく交替する相手のない1モ言動詞には適用できない。   
交替型の受動化を2項動詞に適用した例が次の（35）であり，3項動詞に適用  
した例が（36）である。   
（35）ア 渡辺が 榊原を 誘う   ［2項］  
イ 榊原が 渡辺に 誘われる［2項］   
（36）ア 高橋が 私に 司会を 頼む   ［3項］  
イ 私が 高橋に 司会を 頼まれる［3項］   
交替型の任役化を2項動詞に適用した例としてほ次の（37）のようなものがあ  
り，3項動詞に適用した例としては（38）のようなものがある。   
（37）7 審査員が その服装に びっくりする ［2項］  
イ その服装が 審査員を びっくりさせる［2項］   
（38）ア おばあさんが その歌で 晋のことを 思い出す   ［3項］  




からである。   
たとえば，（39）ではアは使われず，イが使われる。   
（39）ア蓼友だちが誘って，（私は）出かけた。  




われる」にかえ，「私」を主格にして，イのような文を作るのである。   
もうひとつ例をあげる。（40）では7よりイのほうが自然である。   
（40）ア？ふるさとを思い出す風景が広がっていた。  
イ ふるさとを思い出させる風景が広がっていた。  
（40）のアとイは，それぞれ（41）のアとイがもとにたっていると考えられる。   
（41）ア（私が）風景でふるさとを思い出す  
イ 風景が（私に）ふるさとを思い出させる  
（40）アは（41）アの「風景で」が被修飾名詞になったもので，（40）イは（41）イの  
「風景が＿Jが被修飾名詞になったものである。一般に，「～が」は被修飾名詞  





4－3 間接型の受動化と使役化の対称性   
間接型の受動化と間接型の使役化も，互いに対称的な性格をもっている。   
間接型の受動化ほ，（42）のようなものが一つの典型である。アになかった  
「■が」が，間接的な影響を受けるものとして加わり，アの「△が」が「△  
に」にか与っる。   
（42）ア ¢ ＜［△が 動詞］  
イ ■が  △に 動詞（受動形）   
一九 間接迎の使役化は，（43）のようなものが一つの典型である。アになか  
った「■lが」が，間接的な影響を与えるものとして加わり，アの「△が」が  
「△を」にかオフる。   
（43）ア ¢ ＞［△が 動詞］  
イ ■が  △を 動詞（使役形）  
（42）と（43）を比べてみると，間接的に関与するものとして「■が」が加わる  
点は同じであるが，間接的な関与の方向が反対になる。この点で，間接型の受  





れかたは次のようになっている。   
（44）「～に」≫「～が」≫「～をr」   
これに従うと，受動化の（42）イでは，影響を受ける側の「■」が「が」でマ  
ークされ 影響を与える側の「△」が「に」で「7－－クされることになる。ま  
た，使役化の（43）イでは，影響を与える側の「■」が「が」でマ岬クされ 影  
響を受ける例の「△」が「を」でマークされることになるのである。   
このような交替型の受動化と使役化の機能は，→般的にいえば，次のように  
なる。   
（45）ア 間接型の受動化：事態から間接的な影響を受けるものを  
主格として加える   
野 田 尚 史  
イ 間接塾の使役化：事態に間接的な影響を与えるものを  
主格として加える   
間接型の受動化と使役化ほ，新しい項を加えるのであるから，格成分が1つ  
しかない1項動詞にも適用できるので，基本的にほ，元の動詞の項の数に制限  
はない。   
間接型の受動化を1項動詞に適用した例としては次の（46）のようなものがあ  
り，2項動詞に適用した例としては（47）のようなものがある。   
（46）ア  妻が 死ぬ  
イ 私が 蚕に 死なれる   
（47）ア  彼が 不安を 抱く  
イ 私が 彼に 不安を 抱かれる   
間接型の使役化を1項動詞に適用した例としては次の（48）のようなものがあ  
り，2項動詞に適用した例としては（49）のようなものがある。   
（48）ア  妻が 死ぬ  
イ 私が 妻を 死なせる   
（49）ア  彼が 不安を 抱く  
イ 私が 綬に 不安を 抱かせる   
では，どうしてこうした間接型の受動化と使役化が使われるのかというと，  
この場合も，構文的た制約や文脈的な制約を考えなけれはならない。   
たとえば，（50）ではアよりイのほうが自然である。   
（50）ア？赤ん坊が一晩中泣いて，（私は）ほとんど寝られなかった。  






ヰー4 再帰性のある受動化と使役化の対称性   
受動化と使役化8も 再帰性の観点から，「再帰性をもたないもの」，「受動化■  
使役化によって再帰性をもつもの」，「受動化・使役化の前から再帰性をもつも  
の」の3つにわけられるということは，「2－4 受動化と再帰性」「3－4 使役  
化と再帰性」で述べた。   
日本語の受動化と使役化の対称性   
ここでは，再帰性について特異な点をもつ「受動化・使役化によって再帰性  
をもつもの」と「受動化・使役化の前から再帰性をもつもの」について，受動  




項動詞の場合である。   
（51）7 山本が 私の手を たたく  
イ 私が 山本に 手を たたかれる  
（52）ア 山本が 私の手を たたく  
イ 私が  山本に 手を かかかせる   
これを，一般的な形で書くと，次のような図式になる。   
（53）ア △が ■の～を 動詞  
イ ■が／1に ～を 動詞（受動形）  
（54）ア ∠＼が ■の～を 動詞  
イ ■が △に ～を 動詞（使役形）  
この場合，受動化でも使役化でも文の構造は基本的にほ同じであり，新しい  
主格「■」が影響を受けるほうであるか影響を与えるはうであるかという点だ  
けが対称的である。   
次の（55）と（56）も，それぞれ受動化と使役化の例であるが，これらほ，元の  
動詞が1項動詞の場合である。   
（55）ア 私の飼い犬が 死ぬ  
イ 私が 飼い犬に 死なれる  
（56）ア 私の 飼い犬が 死ぬ  
イ 私が 飼い犬を 死なせる  
これを一般的な形で図式化すると，次のようになる。   
野 田 尚 史   
（57）ア サの△が 動詞  
イ l■が △に 動詞（受動形）  
（58）ア ■の△が 動詞  
イ 団が 4を 動詞（使役形）  
この場合も，受動化と使役化でほ文の構造ほ基本的にほ同じであり，新しい  
主格「■」が女汐響を受けるほうであるか影響度与えるほうであるかという点だ  
けが対称的である。   
以上を，次のようにまとめておこう。   
（59）7 受動化によって再帰性をもつ受動化の機能：  
事態から影響を受ける「～の」を主格にする  
イ 使役化によって再帰性をもつ使役化の政能二  
事態に影響を与える「～の」を主格にする   
次に，「受動化・使役化の細から再帰性をもつもの＿」について見てみよう。  
この場合も，受動化と使役化で対称性を示す。   
次の（60）と（61）は，それぞれ受動化と使役化の例である。   
（60）ア 山本が 私に 手を たたく（「拍手する」の意味で）  
イ 私が 山本に千を たたかれる（「拍手される」の意味で）   
（61）ア 山本が パコの熱演に 手を たたく（「拍手する」の意味で）  
イ パコの熱演が 廿l本に 苧を たたかせる  
（「柏手させる」の意味で）  
これを図式化したのが，次の（62），（63）である。  
（62）ア △が ■に ～を 動詞  
イ l■が △に ～を 動詞（受動形）   
（63）ア △が ■に ～を 動詞  
イ ■が △に ～を 動詞（使役形）  




5．おわ り に   
この論文で明らかにした要点を表にまとめておこう。  
受  動  化  使  役  化   
減  少  型   増  加  型   
「長期予報が発表される」   「先生が子供たちを座らせる」   
（主格を取り去ることによって   （主格を加えることによって   
格成分を1つ減らす）   格成分を1つ増やす）   
交  替  塾   交  替  型   
「榊原が渡辺に誘われる」  「その服装が審査員を  
びっくりさせる」  
膨響を受ける方向に主舶  （影響を与える方向に主格を   
動かして，主格を交替させる）   動かして，主格を交番させる）   
間  接  塾   ＝＝＝   踵■■■   
「私が妻に死なれる」   「私が妻を死なせる」   
（間接的な影響を受けるものを   （間接的な影響を与えるものを   
主格として加える）   主格として加える）  
このように，受動化も使役化もそれぞれ，表で縦に並べた3つのタイプに分  
類できる。そして，蓑で横に並んでいるものは，互いに対称的な性格をもって  





ある。   
このように受動化と使役化を見ることで，ボイスの体系性がはじめて浮かび   
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（e）今 イタリア料理が みんなに 注目されている  
（f）今 イタリア料理が 注目されている  
また，交替型の受動化と間接型の受動化は，受動化によって再帰性をもつものを  
間において連続しているのであるが，受動化によって再帰性をもつものの中にも交  
替型に近いものから，間接型に近いものまでいろいろな段階が考えられる。たとえ   
ば，（h）は主格への影響がより直接的であり，（g）の交替型に近い。こjtが（i），（j），（k）  
と進むにつれて，主格への影響がより間接的になり，しだいに（1）の間接型に近づ  
く。   
日本語の受動化と使役化の対称性  
なく、、られる   
足を 踏まれる   
着ている服を 汚される   
妹を 殺される   
妹の服を 汚される  
????????????????、 、 、 ‖．
［交替型］  
??
に 夜中に せんたくを される［間接型］  
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